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テレビ広報

さわやか宇治

~明aに向かって走れ一宇治川マラソン大会~

3月4日(土)午前10時15分から15分間

　KBS京都ＴＶ・UHF34ch

その火その時　　すぐ始末！

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
1
3
日
ま
で
展
開
中

　
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
全
国
一
斉
に
「
そ
の
火

そ
の
時
　
す
ぐ
始
末
／
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
発
生

し
や
す
い
こ
の
時
期
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら
防
火
意

識
を
養
い
、
大
切
な
生
命
・
財
産
を
火
魔
か
ら
守
り
ま
し
よ
う
。

▲2月2≪日~3月Ｓ日には全国山火事予防運動も展開，

　林野での火の取り扱いにも十分気を付けましょう，

　
火
災
の
多
く
が
、
日
常
牛
活
の

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
音
石
ら
発
生

し
て
い
ま
す
。
昨
年
発
生
し
た
火

災
の
中
に
も
、
ス
ト
ー
ブ
の
火
を

消
さ
な
い
ま
ま
で
の
給
油
や
、
こ

ん
ろ
に
掛
け
た
天
ぷ
ら
な
べ
の
火

の
消
１
　
忘
れ
、
消
し
た
は
ず
の
た

ぱ
こ
の
再
燃
な
ど
で
出
火
し
た
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
我
が
家
か
ら
火
事
か
田
さ
な
い

た
め
に
も
、
今
一
度
、
ガ
ス
こ
ん

ろ
や
暖
房
器
具
な
ど
、
４
の
周
り

の
火
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
一

人
ひ
と
ひ
が
注
意
レ
笙
し
ょ
う
。

　
消
防
本
部
で
は
、
次
の
重
点
目

標
を
掲
げ
て
、
防
火
活
動
夕
将
っ

て
い
ま
す
。

　
①
高
齢
者
・
心
身
障
害
者
等
を

中
心
と
し
た
死
傷
防
止
対
策
の
推

進
②
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防

火
対
策
の
推
進
③
百
貨
店
・
旅
館

・
飲
食
店
等
不
特
定
多
数
の
人
が

出
入
り
す
る
防
火
対
象
物
に
係
る

防
火
安
全
の
確
保
④
防
災
機
器
等

の
普
及
の
推
進
⑤
異
常
乾
燥
時
及

び
強
風
時
の
火
災
発
生
防
止
対
策

の
推
進
⑥
危
険
物
・
高
圧
ガ
ス
等

に
係
る
災
害
防
止
対
策
の
推
進
⑦

山
火
事
予
防
対
策
の
強
化
⑧
車
両

火
災
予
防
対
策
の
強
化
。

　
ま
た
、
一
般
家
庭
や
地
域
な
ど

を
訪
問
し
、
防
火
対
策
か
擢
進
。
事

業
所
で
は
、
避
難
訓
練
の
実
施
や

従
業
員
へ
の
防
火
教
育
の
徹
底
、

消
防
設
備
な
ど
の
点
検
・
報
告
と

消
防
計
画
の
見
直
し
を
指
導
。
防

火
管
理
者
を
対
象
と
す
る
研
修
会

も
開
催
し
ま
す
。

　
火
の
用
心

　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
現
在
、
家
庭
で
の
防
火
対
策
と

し
て
、
次
の
「
火
の
用
心
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
掲
げ
、
火
災
予
防

に
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　
①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
②
子
ど
も
に
は
マ

ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き

は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
⑤
家
の

周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い
⑥
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
付
け
な
い
。

　
火
災
予
防
に
関
す
る
こ
と
や
消

防
の
ご
相
談
は
、
最
寄
り
の
消
防

（
分
）
署
へ
お
気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ

さ
い
。
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

　
私
た
ち
は
「
幸
せ
に
な
り
た
い
」

き
た
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
幸
せ
に
生

　
こ
の
願
い
を
か
な
え
る
た
め
に
、
日
本
国
憲
法

は
「
基
本
的
人
権
」
を
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
と
し
て
保
障
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
偏
見
や
差

別
に
よ
る
い
じ
め
や
侮
辱
な
ど
、
他
人
の
人
権
を

無
視
し
て
相
手
を
攻
撃
す
る
と
い
う
人
権
侵
害
の

事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
昨
年
市
内
で
発
見
さ

れ
た
差
別
落
書
き
も
。
相
手
の
人
格
を
中
傷
・
攻

撃
す
る
た
め
の
も
の
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　
差
別
者
に
と
っ
て
は
、
相
手
を
中
傷
・
攻
撃
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
も
。
そ
う
し
た
人
権
侵

害
が
人
を
自
殺
に
追
い
込
み
、
尊
い
命
を
奪
っ
て

し
ま
う
の
が
部
落
差
別
で
す
。

　
誰
に
も
侵
さ
れ
な
い
は
ず
の
基
本
的
人
権
が
差

別
に
よ
っ
て
侵
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
私
た
ち

自
ら
の
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
私
た
ち
の
ま
わ

り
か
ら
差
別
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
と
り
わ
け
、
部
落
差
別
は
封
建
社
会
に
つ
く
ら

れ
た
身
分
制
度
に
起
因
し
て
、
今
日
な
お
就
労
・

教
育
の
機
会
均
等
な
ど
が
。
完
全
に
保
障
さ
れ
て

い
な
い
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
り
。
な
に
よ
り
も

早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

　
日
ご
ろ
、
学
歴
や
職
業
、
社
会
的
地
位
、
出
生

地
な
ど
に
よ
っ
て
相
手
の
人
格
を
判
断
し
た
り
。

「
昔
か
ら
そ
う
だ
か
ら
」
と
か
、
お
か
し
い
と
思
っ

て
も
「
ま
わ
り
が
や
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
、
自

分
も
そ
う
し
て
お
こ
う
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
上
下
関
係
で
人
を
見
た
り
、
自
分
一
人

だ
け
が
・
：
と
い
う
考
え
方
が
、
偏
見
や
差
別
を
生

む
土
壌
と
な
り
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
人
が
人
と
し
て
お
互
い
の
人
権
を
認
め
あ
う
と

い
う
真
の
民
主
主
義
社

会
を
築
く
た
め
に
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
勇

気
を
も
っ
て
、
差
別
を

な
く
す
努
力
を
続
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
（
同
和
対
策
室
）

截

959

自
治
功
労
者
な
ど
を
表
彰

３
月
１
日
市
制
施
行
記
念
日
に

　
三
月
一
日
は
、
三
十
八
回
目
の

市
制
施
行
記
念
日
で
す
。
本
市
は

昭
和
二
十
六
年
に
誕
生
し
て
以
来
、

府
南
部
の
中
核
都
市
と
し
て
着
実

に
発
展
。
昨
年
に
開
催
さ
れ
た
京

都
国
体
の
成
功
を
契
機
に
、
更
な

る
発
展
を
目
指
し
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
夕
し
た
中
で
本
日
、
市
政
功

労
者
へ
の
表
彭
式
が
、
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
表
彰
や
感

謝
状
か
優
け
ら
れ
る
主
な
人
は
、

次
の
皆
さ
ん
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

　
▽
自
治
功
労
者
・
：
藤
村
力
、
芝

原
綾
▽
篤
志
者
・
・
㈹
大
久
保
自
動

者
教
習
所
、
福
富
建
設
㈱
マ
優
良

納
税
貯
蓄
組
合
長
・
：
村
井
藤
二
、

須
知
喜
八
、
山
本
李
き
マ
永
年
勤

続
職
員
・
：
芦
原
伸
子
ほ
か
五
十
人

マ
市
集
会
所
管
理
者
・
：
川
端
鶴
松

山
田
定
吉
▽
特
別
土
地
保
有
税
審

議
会
委
員
・
：
立
石
義
雄
▽
米
生
産

調
整
対
策
協
議
会
委
員
・
：
辻
四
郎

寺
川
俊
男
、
松
井
正
和
、
江
口
喜
代

道
▽
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
審

謙
会
委
員
・
＝
田
川
熊
雄
マ
市
嘱
託

医
・
：
塩
谷
敏
義
、
大
喝
正
二
郎
、
万

木
茂
樹
▽
学
校
医
：
山
村
和
男
、

斎
藤
三
朗
、
大
喝
と
し
栄
▽
学
校

歯
科
医
…
森
本
幹
男
、
西
尾
雅
也
、

北
原
良
彦
マ
体
育
指
導
委
員
・
・
・
西

山
正
、
市
川
紀
和
、
山
本
俊
一
、

吉
田
至
マ
文
化
財
保
護
委
員
会
委

員
・
・
・
中
川
恵
次
、
林
雪
光
▽
人
権

擁
護
委
員
＝
弁
戸
田
侃
、
前
川
桂

子
マ
民
生
児
童
委
員
…
藤
田
孝
マ

町
内
・
自
治
会
長
＝
・
高
田
定
一
、

貝
岐
睦
馬
、
飯
沼
卓
二
郎
、
内
藤

明
、
山
荼
晟
、
井
内
秀
男
、
吉

田
明
、
久
保
田
保
夫
、
石
原
清
、

牧
野
正
司
、
向
野
恵
一
、
富
田
政

子
▽
教
職
員
：
山
田
悦
夫
ほ
か
五

人
。
　
　
　
　
　
　
（
秘
書
課
）

市
ス
ポ
ー
ツ
賞
も

表
彰

　
六
十
三
年
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式
が
、
三
月
一
日
の
市
政
功

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
▽
優
秀
選
手
・
…
安
宅
あ
か
ね

（
城
南
高
）
＝
は
吏
苓
国
体
記
念

杯
女
子
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
大
会
6
0
㎏
級
優
勝
・
伊
藤
あ

か
り
（
宇
治
高
）
＝
6
3
年
度
全
国
高

校
総
体
陸
上
女
子
仰
乞
位
・
上

田
訓
久
（
菟
道
高
）
＝
第
６
回
全
国

高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
抜
大
会
総

合
ｌ
位
・
魚
留
三
奈
（
京
都
文
教

短
大
）
＝
第
２
回
全
国
女
子
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
″
ン
グ
選
手
権
大
会

5
6
㎏
級
傅
蒔
・
大
島
辰
徳
（
宇
治

高
）
＝
第
4
3
回
国
体
レ
ス
リ
ン
グ

少
年
男
子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ

イ
ル
6
8
㎏
級
倦
膠
・
岡
田
寛
（
西

城
陽
高
教
諭
）
＝
8
8
年
度
日
本
実

業
団
水
泳
競
技
大
会
男
子
1
0
0
片
自

由
形
優
勝
・
角
村
詩
織
（
城
南
高
）

＝
6
3
年
度
全
国
高
校
総
体
弓
道
女

子
個
人
の
部
ｌ
位
・
桂
知
江
（
宇

治
高
）
＝
6
3
年
度
全
国
高
校
総
体

陸
上
女
子
１
千
む
優
勝
・
３
０
｡
朋

子
（
宇
治
高
）
＝
第
２
回
全
日
本
女

子
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
7
2
㎏

７
Ｕ
良
優
勝
・
小
山
美
代
子
冤

道
高
）
＝
第
4
3
回
国
体
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
少
年
女
子
個
人
―
位
・
塩
田

浩
一
（
菟
道
高
教
諭
）
＝
第
1
7
回
全

日
本
フ
ー
‐
ル
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

選
手
権
大
会
男
子
フ
‐
Ｉ
ス
タ
イ

ル
個
人
僑
居
・
西
山
浩
司
（
西
宇

治
高
教
諭
）
＝
第
4
3
回
国
体
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ー

・
５
㎏
級
ジ
ャ
ー
ク
優
勝
・
福
田

要
子
（
菟
道
高
）
＝
第
1
7
回
全
日
本

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手

権
大
会
女
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
個

人
優
勝
・
三
浦
国
宏
（
勢
京
都
府

体
育
協
会
）
＝
第
4
3
回
国
体
ボ
ク

シ
ン
グ
成
年
男
子
・
フ
イ
ト
ウ
ェ
ル

タ
ー
級
優
勝
・
安
田
直
子
（
西
宇

治
高
）
＝
第
２
回
全
国
女
子
ウ
ェ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会

6
0
㎏
級
優
勝
・
安
田
英
樹
（
西
宇

治
高
）
ｌ
第
4
3
回
国
体
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
″
ン
グ
少
年
男
子

1
0
0
㎏
級

ス
ナ
″
チ
ー
ジ
ャ
ー
ク
各
優
勝
・

吉
田
健
（
肋
京
都
府
公
園
公
社
Ｔ

第
4
3
回
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
成
年
男

子
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
6
2

㎏
級
優
勝
▽
優
秀
団
体
・
・
・
菟
道
高

等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
＝
第
2
1

回
全
国
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手

権
大
会
女
子
団
体
―
位
▽
功
労
者

・
・
・
・
辻
川
直
行
（
市
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
）
＝
協
会
や
地
域
体
育
振

興
な
星
ｍ
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
振
興
に
尽
力
・
福
井
光
雄

吊
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
Ｔ
会
長

と
し
て
箆
羅
織
の
拡
充
と
競
技

の
普
及
発
展
に
尽
力
・
船
川
堅

（
横
島
町
体
育
振
興
会
Ｔ
地
域
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
戸
広
く
社
会
体
育

の
進
展
に
尽
力
。
（
市
民
体
育
課
）

同和問題を一人ひとりのものに



(2)
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国保運営協議会が改定の答申

平成元年度の国民健康保険

医
療
費
適
正
化
の
強
化
も

　
宇
治
市
は
、
二
月
十
三
日
卯
、
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
片

上
哲
也
会
長
）
か
ら
、
平
成
元
年
度
の
保
険
料
改
定
に
つ
い
て
の
答
申
を
受

け
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し
、
三
月
二
日
團
か
ら
開
か
れ
る

三
月
定
例
市
議
会
に
、
国
保
条
例
の
改
正
案
と
国
保
特
別
会
計
の
予
算
案
を

提
案
す
る
と
共
に
、
安
定
化
計
画
や
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
を
柱

に
国
保
事
業
の
健
全
化
ヘ
ー
層
の
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
奮
取
り
巻

く
状
況
は
、
全
国
的
に
み
て
も
非

常
に
厳
し
ぐ
、
本
市
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
度
の
決
算
見
込
み
で
は
、

保
険
料
平
均
三
・
三
％
の
引
章
上

げ
を
お
願
い
に
し
蚤
し
た
が
、
歳
出

の
九
五
％
牽
む
め
る
医
療
費
の
高

騰
な
ど
に
よ
り
、
若
干
の
赤
字
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
更
に
、
新
年
度
（
平
成
元
年
度
）

の
予
算
を
編
成
す
る
に
当
た
り
、

現
在
の
保
険
料
率
で
積
算
す
る
と

一
億
円
を
超
え
る
赤
字
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
こ
の
ぶ
つ

な
宇
治
市
国
保
事
業
の
状
況
を
踏

ま
え
、
平
成
元
年
度
の
保
険
料
率

の
在
り
方
な
ど
、
国
保
事
業
運
営

に
つ
い
て
同
協
議
会
に
諮
問
を
し
、

答
申
を
受
け
た
も
の
で
す
。

▲片上会長(左)から答申書を受け取る池本市長

　
保
険
料
に
つ
い
て
の
答
申
内
容

は
、
表
①
の
と
お
り
で
す
。
均
等
割

額
五
百
円
、
平
等
割
額
六
百
円
の

引
唇
上
げ
と
、
限
度
額
二
万
円
の

引
収
王
げ
を
西
め
て
、
平
均
三
・

九
％
の
改
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
保
険
料
は
、
六
十
二
年

塵
上
人
平
均
五
万
九
千
四
百
二

十
四
円
で
、
京
都
府
平
均
や
全
国

平
均
か
王
回
っ
て
い
毒
す
が
、
今

後
の
円
滑
な
事
業
運
営
の
た
め
に

は
、
一
定
の
引
章
エ
げ
は
や
む
を

得
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
改
定
で
約
七
千
八

百
万
円
の
保
険
料
収
入
増
が
見
込

書
墾
子
。

　
７
項
目
の
付
帯
意
見

　
ま
た
、
答
申
で
は
、
単
年
度
赤

字
か
出
さ
な
い
こ
と
、
被
保
険
者

の
負
担
増
か
田
来
る
だ
け
小
幅
に

す
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
併
せ
て
、
国
保
事
業
運
営

の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
は
、
保

険
料
の
引
善
上
げ
だ
け
で
な
く
、

国
・
府
・
市
・
医
療
機
関
・
被
保

険
者
な
ど
国
保
事
業
に
か
か
わ
る

す
べ
て
の
関
係
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
努
力
す
る
よ
う
要
望
し

て
い
ま
す
。

①
医
療
費
の
適
正
化
対
策

　
老
人
医
療
費
を
中
心
と
す
る
医

療
費
の
高
騰
と
い
う
実
態
を
踏
ま

え
、
差
し
当
た
り
、
真
に
必
要
な

医
療
か
能
保
し
つ
つ
、
レ
セ
プ
ト

点
検
の
強
化
・
閣
輝
葛
行
政
機

関
の
連
携
・
国
保
安
定
化
計
画
の

推
進
・
医
療
機
関
へ
の
指
導
な
ど

奮
佃
化
す
る
こ
と
。

②
収
納
率
の
向
上
対
策

　
・
保
険
料
は
、
国
庫
金
と
共
に
国

保
会
計
の
中
心
を
な
了
も
の
で
あ

り
、
一
層
の
徴
収
努
力
か
払
う
こ

と
。
ま
た
、
「
悪
質
滞
納
者
」
に
対

す
る
納
付
指
導
を
進
め
る
こ
と
。

③
啓
発
活
動

く改正後)

　9.2％

15,9(川'1

27,000円

41万円

〈表④〉　　保険料についての答申

　　　　　　　　　　　　〈現行〉　　①所得割率　　　9.2％

　　②t;j等割飢　　15,400円

　　③平等割飢　　26.40[叩]

　　　IK課限度額　　39万円

　　　　答申に基く料率での保険料(計算例)

　(4 人家族く自営む、年間所件250万円の場合)

①所得割

　　(250万円－28万円〈球礎控除>)×9.2％= 204,240円

②均等割

　　15､900円×4 A,= 63.600円

③平等割　　　　　Z7,( 00円

　　　　　年問保F*料　294,840円(①＋②+③)

　（綸与の場合、所得割は、年mi入から給与控除を行い、更

に28万円の基礎控除と２万円の綸与特別控除をした後､9.2％

で計算します｡）

　
国
保
が
惣
凡
て
い
る
財
政
や
医

療
費
、
収
納
な
ど
に
つ
い
て
広
報

し
、
被
保
険
者
・
市
民
の
理
解
と

協
力
か
組
る
こ
と
。

④
国
・
府
支
出
金
の
増
額

　
増
額
を
図
る
た
め
の
働
改
掛
け

を
謡
一
化
す
る
こ
と
。

⑤
一
般
会
計
繰
入
金
の
増
額

　
老
人
や
低
所
得
者
が
多
い
と
い

’
７
加
入
者
の
実
態
を
踏
ま
え
、
一

層
の
上
積
み
を
図
る
こ
と
。

⑥
赤
字
の
解
消

　
毎
年
度
の
単
年
度
収
支
均
衡
を

図
る
と
共
に
、
二
億
円
を
超
え
る

上手な

お医者さんへの

　かかり方

累
積
赤
字
に
つ
い
て
は
、
一
般
会

計
繰
入
金
や
国
Ⅲ
金
な
ど
の
増
額

で
計
画
的
に
解
消
す
る
こ
と
。

⑦
保
健
施
設
活
動

　
健
風
つ
く
り
や
保
健
予
防
活
動

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

高
い
医
療
費
が

　
　
国
保
財
政
を
圧
迫

　
本
市
は
、
今
年
度
、
厚
生
大
臣

か
ら
高
医
療
費
市
町
村
の
指
定
を

膏
け
、
昨
年
十
月
か
ら
「
国
保
事

業
運
営
安
定
化
計
画
」
を
立
て
、

今
ま
で
の
医
療
費
適
正
化
対
策
だ

け
で
な
く
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
、

教
育
の
分
野
も
含
め
た
総
合
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
季
子
。

　
し
か
し
、
本
市
国
保
の
加
入
者

一
人
当
た
り
の
診
療
費
は
表
②
の

と
お
り
で
す
。
老
健
以
外
分
は
、

府
下
十
一
市
平
均
よ
り
も
や
や
低

い
額
で
す
が
、
老
健
分
で
は
約
六

郊
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
上
半
期
（
四
月

大
月
）
の
医
療
費
総
額
で
は
、

昨
年
と
比
べ
、
老
健
以
外
分
は
九

〈表②〉　62年度の１人当たり診療費

老健以外分老健分 全　体

宇治市 131,532円745.091円212,302円

府下11市
平　均

137,655円703.704円229,252円

％
台
、
老
健
分
は
Ｉ
〇
％
台
の
伸

び
率
で
、
相
変
わ
ら
ヂ
高
い
状
況

で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
盈
て
て
い
く
た
め
に
は
、

当
然
必
要
な
医
療
が
あ
り
ま
す
。

し
妬
し
、
高
い
医
療
費
の
現
状
が

国
保
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
大
き

な
要
因
で
す
。
引
き
続
き
、
医
療

費
適
正
化
の
取
り
組
み
か
場
一
進
し

て
い
く
事
が
大
き
な
課
題
と
い
え

手
。

　
苦
し
い
財
政
…

　
制
度
上
の
問
題
点
も

　
国
保
は
、
会
社
な
ど
の
被
用
者

保
険
（
奨
屁
保
、
政
管
健
保
、
各

種
共
済
組
合
な
ど
）
に
加
入
し
て

い
な
い
人
が
加
入
す
る
医
療
保
険

制
度
で
す
。
自
営
業
や
農
業
、
小

規
模
な
事
業
所
で
働
く
人
、
年
金

で
生
計
を
立
て
て
い
る
人
な
ど
の

健
康
を
守
る
地
域
保
険
と
し
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
加
入
者
に
老
人
や
低

所
得
者
が
多
く
、
医
療
費
が
膨
ら

む
一
方
で
、
保
険
料
収
入
が
少
な

い
と
い
う
制
度
上
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　
更
に
、
国
民
所
得
の
伸
び
率
を

上
回
る
よ
う
な
勢
い
で
医
療
費
が

高
騰
し
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も
国

　
医
療
費
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
節
約
出
来
毒
了
。

▽
医
師
に
見
て
も
ら
フ
時
に
は
、

　
必
ず
保
険
証
の
提
示
倣
持

　
参
し
な
い
で
診
療
か
受
け
る

　
と
、
全
額
自
己
負
担
に
な
る

　
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
急
病
で
な
い
限
り
、
診
療
時

　
間
内
に
受
診
を
。
時
間
外
や

　
深
夜
・
休
日
は
、
割
増
料
金

　
に
な
り
未
丁
。

▽
同
じ
病
気
で
、
医
師
を
転
々

〈表③〉

１人当たり保険給
付費の財源内訳

　　　(62年度)

　
と
変
え
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

　
う
。
同
じ
よ
う
な
診
察
、
処
置
、

　
投
薬
か
繰
り
返
す
こ
と
に
な

　
り
、
医
療
費
も
二
倍
、
三
倍

゛
に
跳
ね
上
が
り
ま
す
。

▽
診
原
は
医
師
の
指
示
に
従
い
、

　
む
吊
み
に
薬
夕
欲
し
が
る
の

　
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
市
が
行
ラ
各
種
検
診
な
ど
を

　
積
極
的
に
受
け
、
病
気
の
早

　
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め

　
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
円

　
↑
・
ゴ
上

　
　
　
　
　
１

吻
　
ヅ
　
円
剔
　
　
　
４
円
刎

四
雷
ヨ
惣
ぽ

閤
　
　
飛
　
　
？
　
　
　
？

そ
□

保
運
営
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
状
Ｊ
の
増
額
、
市
議
会
で
の
病
床
増
や

況
で
す
。

　
保
険
料
と
医
療
費

　
医
療
費
に
か
か
る
給
付
費
は
、

基
本
的
に
は
保
険
料
と
国
Ⅲ
金
で

賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
本
市
の
場
合
、
六
十
二
年

度
で
は
、
国
庫
金
と
保
険
料
で
約

八
六
り
か
占
め
て
い
車
か
、
保

険
料
だ
け
で
は
約
四
二
％
し
か
賄

う
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
（
表
③
）
。

　
今
年
度
は
若
干
の

　
赤
字
見
込
み

　
本
市
で
も
、
一
時
は
十
億
円
近

い
赤
字
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
保
険
料
の
引
孝
よ
げ
、
医
療

費
適
正
化
へ
の
取
り
組
み
、
収
納

率
向
上
対
策
、
一
般
会
計
繰
入
れ

医
療
費
に
つ
い
て
の
要
望
活
動
な

ど
に
よ
り
、
昭
和
六
十
一
年
度
と

六
十
二
年
度
の
二
年
間
、
連
続
し

て
単
年
度
黒
字
の
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

　
卜
石
し
、
今
年
度
は
、
医
療
費

の
動
向
や
国
庫
金
の
配
分
な
ど
に

不
確
定
な
要
素
が
あ
る
も
の
の
、

一
千
五
百
万
円
程
度
の
単
年
度
赤

字
が
見
込
次
な
ヂ
。
こ
れ
は
、

医
療
費
の
伸
び
率
が
予
測
よ
り
も

高
い
割
合
で
推
移
し
て
い
る
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
は
、
答
申
ど
お

り
の
保
険
料
改
定
を
し
、
更
に
一

般
会
計
繰
入
金
の
増
額
や
国
庫
金

歳
入
の
増
額
を
図
ら
な
け
れ
ば
、

医
療
費
の
増
に
収
支
欠
易
す
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

国
保
の
加
入
・
脱
退

　
異
動
届
は
1
4
日
以
内
に

　
ほ
か
の
健
康
保
険
か
ら
国
保

に
加
入
す
る
場
合
や
、
子
供
の

出
生
・
転
入
・
生
活
保
淳
の
受

給
廃
止
な
ど
で
国
保
に
加
入
す

る
場
合
は
、
十
四
日
以
内
に
届

け
出
ま
し
ょ
う
。
期
日
か
遍
ぎ

て
届
け
を
さ
れ
る
と
、
保
険
料

は
国
保
に
加
入
す
べ
き
日
か
ら

掛
か
り
束
か
、
医
療
給
付
は

届
け
出
日
か
ら
に
な
り
康
司

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
保
を
や
め
ら
れ
る

場
合
も
十
四
日
以
内
に
届
け
出

て
ぐ
だ
さ
い
。

保
険
料
の
支
払
い
は

　
便
利
な
口
座
振
替
で

　
保
険
料
の
支
払
い
は
、
便
利

で
確
実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め

父
子
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
人
は
、

保
険
年
金
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

か
金
融
機
関
（
郵
便
局
は
除
く
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
す
で
に

半
数
以
上
の
皆
さ
ん
が
利
用
さ

国民健康保険証の切り替え
　新保健証は郵送で交付

　
今
年
は
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
切
り
替

え
の
年
で
す
。
加
入
者
の
皆
さ

れ
て
い
未
丁
。

　
ま
た
、
保
険
料
は
必
ず
、
納

期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
支
払

い
が
困
難
な
人
は
、
保
険
年
金

課
窓
口
へ
、
早
め
に
納
付
相
談

に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
分
割
納

付
な
ど
の
取
り
扱
い
も
あ
り
ま

す
。

▲市役所玄関の懸垂幕

ん
が
今
お
持
ち
の
保
険
証
は
、

＝
一
月
＝
一
十
一
日
で
有
効
期
限
が

切
れ
ま
す
。

　
三
月
十
日
ご
み
か
ら
順
次
、

郵
送
（
普
通
郵
便
）
で
交
付
し
ま

す
。
集
金
人
に
保
険
料
を
納
め

て
お
ら
れ
る
世
帯
へ
は
、
集
金

人
が
お
届
け
し
ま
す
。

　
今
回
お
届
け
す
る
新
保
険
証

は
、
一
般
国
保
は
あ
さ
ぎ
色
、

退
職
者
は
藤
色
で
、
有
効
期
間

は
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

　
旧
保
険
証
は
、
サ
イ
ン
ペ
ン

な
ど
で
×
印
を
つ
け
て
、
市
役

所
保
険
年
金
課
窓
口
に
直
接
持

参
か
郵
送
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
3
3
）

で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
人
は
、
保
険
年
金
課
窓
口

で
の
切
匯
替
え
交
付
と
な
り
ま

こ
の
時
に
納
付
相
談
が
に
ま
す

の
で
、
旧
保
険
証
と
印
鑑
之
持

っ
て
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

960

早
ね
　
早
お
き
　
い
き
い
き
健
康

　
　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
　
宇
治
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ト
昨
年
の
善
法
文
化
祭
（
6
3
・
３
・
2
0
）

福
祉
の

お
知
ら
せ

　
寝
た
き
り
老
人
介
護
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
５
日
間
、
午

後
１
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：

中
央
公
民
館
展
示
集
会
室
▼
内

容
・
：
女
医
さ
ん
が
語
る
老
人
の

健
康
管
理
▼
講
師
…
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
み
ざ
わ
園
園
長
・

松
尾
周
子
さ
ん
▼
対
象
・
：
寝
た

き
り
孝
人
の
い
る
家
族
な
ど
▼

申
し
込
み
・
：
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

●福祉課

　　電話223141

●社会福祉協議会

　　電話225650

　
宇
治
福
祉
園
（
療
育
）

　
　
入
園
児
の
募
集

　
市
で
は
心
身
暉
男
児
に
対
し
、

母
子
通
園
に
よ
る
原
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
元
年
度
第
一

ク
ー
ル
（
四
月
か
ら
九
月
ま
で
）

の
入
園
申
し
込
み
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
▼
対
象
児
童
・
・
・
障
害
を
有
し
、

母
子
通
園
が
可
能
な
昌
２
歳
以

上
の
就
学
前
児
童
▼
申
し
込
み

善法文化祭の日程・内容

よく 3／11(1) 3/12(日)

什S, 展示

　　　　乍前lo時～･hft4時（隣保昿2隋）・t花教室作SI ･ fl遺教室.作品・fIV'lれ?.什品

･ * !･ども会什品・趣味刀教室作Si-片法保育所保
,,亀者作品･酋法ぽ町所UI児作品・趣味のlv品・片法

肖少年センター作品・稗決と人柚廿センター作品
・7,.t.ー'Vクラ協議会T.唐・狭山閏係ハわし腱ほか

ぉ茶会 午前i時～￥債3時
　　　点て出し

午前lci時～r憧.T時
本粘隣(≪(ilf5)茶索

ｒ　ど　も

1作･り-4－
　･FtSl時~3昨
　(隣保館2階丿
絵かお')カード作り

r-前io時～キ後U時半

　　1FSほIb2隋)
ウ･･デイ・ペンダント

催ししの

午･it1吟～3時
　(隣保屁2隋}
　urnコーナー

　乍mlO昨-乍t≫3 時

　　　iFS保屁2f5)

　　　健康コーナー
･FitHit- 2時や

　　　　(集公所)人り刳と･ヽネ'ﾚ･ｙアター

映lt]と』演

　　午it7時～

　(･E人福祉センター)

映画「きゆる街｣

講演'｢SE落差!l|』をめぐって｣

　　講師大野昭則さん ＼
手作り作品
眺　　売 篠工芸作品・タヶノコのびん認め

戌擬店 午前ll時～午筏3時 r-前in時～乍筏3>.;

今
回
も
「
広
げ
犬
地
域
の
ご
Ｐ

高
め
ふ
つ
文
化
の
ご
Ｐ
」
を
テ
ー

マ
に
、
解
放
文
化
祭
の
先
駆
け
と

し
て
、
文
化
祭
の
原
点
を
見
つ
め

つ
つ
、
多
彩
な
内
容
の
取
り
組
み

か
逗
め
て
い
ま
す
。

　
部
落
問
題
の
解
決
は
国
や
地
方

自
治
体
の
貴
務
で
あ
る
と
共
に
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
課
題
で
も

あ
り
乖
ｙ
。
部
落
問
題
を
学
習
し

理
解
す
る
場
と
し
て
、
善
法
文
化

祭
に
ぜ
ひ
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
３
月
‥
Ｈ
日
出
、
1
2
日

㈲
▼
と
こ
ろ
・
：
善
法
隣
保
館
・
善

法
襲
会
所
・
両
法
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
・
：
右
表
の
と
お
り
。

　
　
（
善
法
文
化
祭
実
行
委
員
会
。

　
善
法
隣
保
館
・
社
会
教
育
課
）

…
３
月
８
日
團
ま
で
に
福
祉
課

へ
。
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会

　
▼
３
月
９
日
出
、
午
後
１
時

半
１
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
産
業

会
館
▼
テ
ー
マ
・
：
「
共
に
生
き
、

育
ち
、
学
ぶ
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
」
―
ひ
と
・
ま
ち
が

罪
幻
る
１
▼
講
師
…
西
村
秀
俊

さ
ん
（
朝
日
新
聞
論
説
委
員
）

▼
入
場
料
…
無
料
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

☆各種チケット金額

茶券200円（子ども券100円）おでんI5O円

お好み焼l50円　やきそば150円　フランクフルト150円

コーヒー100円　山菜おこわ150円　ぜんざい150円

お
知
ら
せ

　
市
職
員
の
募
集

　
１
　
保
母
・
：
昭
和
3
9
年
４
月
２
日

～
4
6
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

日
本
の
国
籍
か
肴
し
、
保
ほ
資
格

か
肴
す
る
女
子
ま
た
は
、
元
年
３

月
ま
で
に
保
ほ
資
格
取
得
見
込
み

の
女
子
＝
若
干
名
。

　
ひ
化
学
技
師
・
：
昭
和
3
6
年
４
月

２
日
～
4
6
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

次
れ
、
日
本
の
国
籍
を
有
し
、
学

校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、
短
大
、

高
等
専
門
学
校
及
曾
『
校
で
化
学

元
年
３
月
に
修
得
見
込
み
の
男
子

＝
１
名
。

　
つ
土
木
技
手
・
：
昭
和
3
4
年
４
月

２
日
～
4
6
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

次
れ
、
身
体
強
健
な
男
子
ａ
若
干

名
。

　
②
環
境
衛
生
技
手
（
清
掃
作
業

員
）
…
昭
和
3
4
年
４
月
２
日
1
4
6

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
身

体
強
健
な
男
子
＝
若
干
名
。

　
○
保
育
所
調
理
職
員
…
昭
和
3
4

年
４
月
２
日
～
4
6
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
女
子
＝
１
名
。

　
○
保
健
婦
・
：
昭
和
2
9
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
健
婦
の
資

格
を
有
す
る
女
子
次
た
は
、
元
年

３
月
ま
で
に
保
健
婦
資
格
取
得
見

込
み
の
女
子
ａ
１
名
。

　
〈
第
一
次
試
験
〉
▼
レ
き
・
：
３
月

1
2
日
閣
、
午
前
９
時
半
～
▼
と
こ

ろ
…
宇
治
中
学
校
▼
申
し
込
み
・
：

市
販
の
履
歴
書
（
３
月
高
校
卒
業

見
込
み
の
人
は
近
畿
高
等
学
校
統

一
用
紙
を
使
用
の
こ
と
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
最
近
６
ヵ
月
以

内
の
写
真
忠
言
、
申
込
書
奎
添

え
て
職
員
課
へ
（
郵
送
不
可
）
。
・
実

施
要
項
と
申
込
書
は
職
員
課
に
あ

り
ま
す
▼
受
付
期
間
…
３
月
１
日

困
～
９
日
閑
。
　
　
（
職
員
課
）

　
就
学
援
助

　
申
請
受
け
付
け
中

　
市
教
育
委
具
そ
は
経
済
的
理

由
に
よ
且
心
学
が
困
難
な
児
童
・

牛
徒
の
保
護
者
に
、
市
立
小
・
中

学
誤
脱
娶
な
学
用
・
冒
、
給
食

費
、
校
外
活
動
費
な
ど
を
援
助
し

て
い
未
了
。
平
成
元
年
度
に
こ
の

援
助
を
希
望
ず
る
人
は
、
各
学
校

に
あ
る
「
就
学
援
助
受
給
申
請
書
」

に
必
要
書
類
政
９
八
、
学
校
へ
提

出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
援
助
の
認
定
・
：
認
定
の
所
得

落
居
、
標
準
世
帯
（
夫
婦
と
子

ど
ｙ
ｆ
ハ
）
で
、
前
年
分
の
総
所

得
金
額
が
お
お
ひ
ね
二
百
五
十
三

万
円
以
下
▼
支
給
方
法
…
各
学
校

か
通
じ
て
支
給
▼
援
助
対
象
の
種

類
・
・
・
学
用
品
費
、
校
外
活
動
費
、

修
学
旅
行
費
、
給
食
費
、
学
校
保

健
法
で
指
定
さ
れ
た
病
気
の
治
療

費
な
ど
▼
問
い
合
わ
す
・
・
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
（
豊
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
　
（
学
校
教
育
課
）

　
社
会
保
険
相
談

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
３
月
1
0
日

出
＝
小
倉
公
民
館
、
３
月
2
4
日
倒

９
広
野
公
民
館
。
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
Ｌ
時
～
４
時
▼
内
容
・
：
年

金
や
健
康
保
険
の
仕
組
み
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

　
あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
原
則

と
し
て
二
十
歳
に
な
っ
た
月
か
ら

六
十
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
納

め
ま
す
。

　
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
と
、
障

害
者
や
母
子
家
庭
（
夫
が
死
亡
）
な

ど
に
な
っ
た
時
に
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
、
老
後
に
受
け

る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
ら
さ
れ
た

り
し
か
ね
ま
せ
ん
。
未
納
期
間
が

長
く
な
る
と
、
老
齢
年
金
が
受
け

ら
元
な
い
場
合
も
あ
り
康
司

　
保
険
料
か
納
め
る
こ
と
は
、
老

後
な
ど
の
所
得
保
障
を
確
保
す
る

こ
と
で
す
。
毎
月
確
実
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
　
　
（
保
険
年
金
課
）

　
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室

　
○
春
の
料
理
教
室
▼
と
き
…
３

月

1
9
日
旧
、
午
後
１
時
～
４
時
▼

定
員
…
９
４
］
人
▼
材
料
費
・
：
千
二
百

円
▼
申
し
込
み
・
・
・
材
料
費
か
添
え

て
同
会
館
（
容
⑩
0
7
8
0
）
へ
。

　
○
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
▼
と
き

…
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
、
午
後

６
時
半
ト
８
時
半
▼
定
員
…
2
0
人

▼
受
講
料
…
二
百
円
▼
参
加
・
：
当

日
直
接
会
場
へ
。
（
交
通
労
政
課
）

　
職
業
訓
練
講
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
３
月
に
パ
ソ
コ
ン
講
座
、

４
月
に
パ
ソ
コ
ン
・
商
業
簿
記
・

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
受
験
・
和

裁
の
各
講
座
を
開
講
し
未
了
。
詳

１
　
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
容
㈲
０
６

８
８
・
⑩
0
7
8
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

　
公
民
館
保
育
の
っ
ど
い

　
公
民
館
保
育
を
、
交
流
会
や
学

習
を
通
じ
て
み
ん
な
で
考
え
、
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
３
月
９
日
閑
、
午
前

1
0
時
１
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中

央
公
民
館
展
示
集
会
室
▼
内
容
…

交
流
会
・
ゲ
ー
ム
・
昼
食
な
ど
▼

会
費
：
大
人
四
百
円
、
子
ど
も
二

百
円
（
サ
ン
ド
イ
″
チ
代
）
▼
申

し
込
み
…
中
央
公
民
館
（
ａ
⑩
1

4
1
1
）
か
小
坂
恵
美
子
さ
ん
（

容
⑩
4
5
6
5
）
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
「
健
康
づ
く
り
ｓ
つ
ど
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
」

　
　
「
あ
な
た
が
つ
く
る
人
生
八
十

年
時
代
の
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
、

京
都
府
や
宇
治
市
な
ど
が
主
催
す

る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
欠

　
▼
と
き
・
：
３
月
８
日
出
、
午
前

Ｈ
時
半
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
・
：
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
。
講
演
、
催
し
コ
ー
ナ

ー
な
ど
▼
参
加
…
当
日
直
接
会
場

へ
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇
治
保
健
所

（
豊
⑩
2
1
9
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

”－

　あかねちゃんは明るく元気な子。

春になったらお外で遊びたいな。

　この欄に掲載するお子さん（63

年３月生まれ）を募集しています。

広報課へご連絡ください。

Ｉ

Ｉ

ノヘ
・～～－

　　　ゝ

●－・

市営茶屋

対凰庵
　
宇
治
市
少
年
少
女
合
唱
団
で

は
、
団
員
m
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
、
平
成
元
年
四
月
に
四

年
生
と
な
る
市
内
在
住
の
児
童

で
、
募
集
人
数
は
三
十
人
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
申
し
込
み
は
三
月
四

日
出
、
正
午
ま
で
に
、
印
鑑
を

持
っ
て
社
会
教
育
課
へ
（
ぶ
話

郵
送
は
不
可
）
。
（
社
会
教
育
課
）

宇
治
川
さ
く
ら
ま
つ
り

前
売
券
を
発
売

　
平
成
元
年
四
月
八
日
出
・
九

日
囲
に
行
わ
れ
る
第
十
三
回
宇

治
川
さ
ぐ
ら
ま
つ
り
の
、
前
売

券
を
発
売
し
柔
す
。
ご
希
望
の

人
は
、
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
前
売
号
：
二
千
円
（
抹
茶
席

　
券
、
お
し
の
ぎ
席
券
〈
す
し
、

　
蕎
茶
点
前
付
き
》
、
町
か
ど

　
の
芸
能
入
場
券
、
名
陶
抽
選

　
券
、
炭
山
ラ
″
キ
ー
プ
レ
ゼ

　
ン
ト
券
付
き
）
。

▼
販
売
所
：
市
観
光
セ
ン
タ
ー

　
市
観
光
案
内
所
（
宇
治
僑
西

　
詰
、
近
鉄
大
久
保
駅
）
・
宇

　
洽
商
工
会
議
所
・
京
阪
交
通

　
社
各
営
業
所
。

▼
問
い
合
わ
せ
…
観
光
セ
ン
タ

　
ー
（
容
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

開
席
期
間

三
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

▽
所
在
尽
：
宇
治
塔
川
一
－
五
▽
料
全
・
・
・
抹
茶

・
煎
茶
い
ず
れ
左
二
百
五
十
円
（
お
菓
子
付
き
）

961

納
め
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
・
：
あ
な
た
の
市
税

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

宇
治
少
年
少
女
合
唱
団

団
員
を
募
集

善法文化祭

3月11日・12日

　
広
げ
よ
う

　
　
　
　
地
域
の
’
わ

‘

　
高
め
よ
う

　
　
　
　
文
化
の
’
わ

‘

　
第
十
五
回
善
法
文
化
祭
（
同
実

付
委
員
会
主
催
）
が
、
三
月
十
一

口
出
と
十
二
日
間
の
二
日
間
、
善

示
隣
保
館
、
善
法
規
会
所
な
ど
で

汀
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
文
化
祭
は
、
部
落
解
放
へ

心
一
環
と
し
て
、
善
法
地
域
の
文

七
活
動
の
向
上
と
地
域
住
民
の
親

ａ
を
深
め
る
こ
と
か
白
的
に
毎
年

四
催
さ
れ
、
今
年
が
十
五
回
目
。

４
４
心
乙
Ｉ
芦
ｓ
．
φ
４
。
Ｉ
．
ｊ
’
・
‘

五
ヶ
庄
官
有
地

　
小
西
あ
か
ね
ち
ゃ
ん

　
　
　
S
6
3
・
２
・
１
１
①

観光だより

商工観光課
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市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
2
日
㈲
、
午
前

８
時
半
京
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
雨

天
の
場
合
は
３
月
1
9
日
㈲
）
ｙ
コ

ー
ス
・
・
・
京
阪
宇
治
駅
↓
京
阪
四

条
駅
↓
阪
急
上
桂
駅
↓
松
尾
大
社

法
輪
寺
↓
嵐
山
解
散
の
杓
１
１
＊
▼

準
備
品
…
弁
当
、
雨
具
、
水
筒
な

ど
。
交
通
費
は
各
自
負
担
▼
問
い

額の算定、訴訟や調停のしかた、自賠責保

険の利用のしかたなど、お気軽にご相談く

ださい。

　相談は無料、秘密は厳守。

¨･･･1

年：

社会福祉協議会の法律（定貝10人）・

合
わ
せ
・
：
木
村
長
次
さ
ん
（
豊
⑤

3
6
3
3
）
へ
▼
主
催
…
宇
治
市

歩
こ
シ
会
。
　
吊
民
体
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
…
３
月
５
日
間
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公

民
館
▼
内
容
…
基
本
ス
テ
″
プ
な

ど
▼
参
加
費
・
：
八
百
円
▼
持
参
品

…
体
育
館
ジ
ュ
ー
ズ
▼
申
し
込
み

：
当
日
、
直
接
会
場
へ
ｙ
問
い
合

わ
せ
・
・
・
岡
村
吉
方
さ
ん
（
豊
⑩
4

3
4
3
）
へ
▼
主
催
…
宇
治
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
同
好
会
。

　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
広
野
中
学
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
夜
間
使
用
の
登
録

　
▼
利
用
期
間
…
４
月
１
日
～
‥
Ｈ

月
3
0
日
（
時
間
は
午
後
６
時
半
ト

金･結婚･登記一心配ごとなどの相談日程

や､行政･人権･消費生活･精神薄弱者相談

の日程は, 63年度版「市民カレンダーと

手びき」に掲載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談は

市役所市民相談室で、消費苦情相談は商

工観光課で、教育相談は教育委員会で、

日曜日を除く毎日受け付け。家庭児童相

談は月～金曜日の10時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室(S⑩8698）
：で。

●●・●●●Ｊ

　　　献血

●９日(保健医療センター、10時～正午と13

　時～15時半),

22日(日本ジフイー食品〈株〉

　=

10時~正午、三和研磨工業〈株〉=

13時半

　～15時半)、29日(上羽商事〈株〉南支店=

10

　時～正午主催東目川町内会・同第二町内

　会、宇治病院－13時半～15時半)

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り|

●毎週月曜日(宇治保健所=

9時～10時半)。

　　　相談あんない

●青少年相談(17日、市民会館13時～16時)

●京都府交通事故相談(1日、15日、京都府

　宇治地方振興局S(S)2049,

9時~I6時)。

　交通事故の法律問題、示談のしかた、賠償

９
時
半
）
▼
照
度
・
・
・
平
均

1
5
0
ル
ク

ス
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
・
在
学
・

在
勤
者
の
団
体
▼
使
用
料
・
・
・
3
0
分

に
付
き
千
円
▼
登
録
受
け
付
け
…

３
月
１
日
～
3
1
日
ま
で
に
広
野
中

学
校
体
育
施
設
開
放
運
営
委
員
会

　
（
広
野
中
学
校
内
）
で
▼
問
い
合

わ
す
：
広
野
中
学
校
（
容
㈲
3
8

6
6
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
吊
民
体
育
課
）

　
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

　
赤
い
羽
根
の
つ
い
た
白
い
ボ
ー

ル
聖
壱
打
ち
合
ラ
軽
ス
ポ
ー
ツ

　
「
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」
か
嬌
め
て
み

ま
呟
ん
か
。

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
0
日
翻
・
1
7
日

出
・
2
4
日
出
の
連
続
３
回
。
い
ず
れ

も
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・

黄
奘
体
育
館
▼
対
象
・
：
市
内
在
住

・
在
勤
の
高
校
生
以
上
の
人
▼
定

員
・
・
・
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
：

五
百
円
▼
申
し
込
み
・
・
・
３
月
３
日

倒
か
ら
直
接
、
黄
奘
体
育
館
（
豊
⑩

4
0
0
1
）
へ
。

　
　
　
　
（
訪
宇
治
市
公
園
公
社
）

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
⑩
１
５
１
１
）

Ｊ
日
脚

″
日
面

？
‥
【
俐

″
日
南

‐
日
嵐

に
日
困

に
日
閑

四
日
肉

z
>
日
溺

Ｑ
日
南

／
日
肉

ｊ
日
廊

乙
日
困

一
日
團 日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

移
動
図
書
館

伊
勢
田

北
横
島

広
　
野
開
平
・
盛

西
大
久
保

大
久
保

蔭
　
山

槙
　
島

南
小
倉

緑
ヶ
原

明
星
町

志
津
川

黄
　
秦

遊
　
田

南
陵
町

北
小
倉

御
蔵
山

六
地
蔵

木
　
幡

岡
　
屋

福
　
角

羽
戸
山

東
南
山

広
岡
谷

地
　
区

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
３

５
・
０
　
６
・
０

―
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
０

３
・
０
　
４
・
０

―
・
３
ー
ー
・
３

４
・
０
　
６
・
０

ｊ
・
４
～
１
・
０

1
3
‥
3
0
ｊ
1
4
2
0

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
’
Ｏ
～
―
・
０

５
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

1
0
0
0
～
1
1
祐

３
・
０
　
５
・
０

―
・
３
１
１
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
２
ー
ー
・
２

３
・
０
　
４
・
０

１
’
３
～
１
・
０

Ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
０
１
１
・
０

４
・
０
　
５
・
Ｏ

Ｉ
・
Ｏ
ー
ー
・
３

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
’
３

４
・
０
　
６
・
０

―
・
２
ー
ー
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
‘
３
～
１
・
０

1
3
‥
3
0
～
1
5
3
0

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
～
１
・
３

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
ー
ー
・
２

1
0
‥
0
0
Ｓ
１
１
ハ
‥
0
0

1
4
‥
3
0
～
朽
4
０

1
3
ー
3
0
ー
1
4
一
1
0

駐
車
時
間

伊
勢
田
神
社

北
横
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
眼
場

万
福
寺
駐
車
場

西
小
合
印
学
校
北
門

南
陵
第
２
児
童
公
國

北
小
倉
小
学
校

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

・
南
部
小
学
校

羽
戸
山
槃
会
所
横

う
め
か
き
商
店

　
東
へ
川
メ
ー
ト
ル

明
星
保
育
園
上
ル

駐
車
場
所

962

市民体育の

お知らせ
保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(

3
月
分
）

お
願
い

もえないゴミ収集日程表　し尿収集日程表

燃えないゴミ（清掃事務所電話22－3141） しし尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

し尿収集の届け出を
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